
平成 29年度 埼玉県小学生バレーボール連盟常任理事会 議事録 

 

期 日  平成 29年 5月 20日（土）18：00～19：15 

会 場  深谷市民文化会館 

出席者  中村会長・栗原副会長・棚沢副会長・山下理事長・ 

     相沢副理事長・北田副理事長・小俣副理事長・大澤副理事長 

     笠原常任理事・飯塚常任理事・金子常任理事・松浦常任理事・栗原理事（代）・ 

徳永常任理事・宮崎常任理事 

会長挨拶 朝から一次講習会お疲れ様でした。会議への協力もお願いする。 

議 題 

１．報告事項 

（１）各委員会等からの報告 

○北田競技委員長 

  先ほどピピアで全日本埼玉県大会２次監督会議を終了した。２次予選は 6/11までに終了させ

る。県大会出場 44チームは読売新聞に掲載される。 

 ○大澤総務委員長 

  県大会用プログラムを作成する。出場４４チーム分、写真と最新エントリーを掲載する。 

   

２．協議事項 

（１） 第 33回関東小学生バレーボール大会について 

  11月 25日（土）・26日（日） 

女子：深谷市総合体育館（BT）/男子：本庄総合公園体育館 

○山下理事長 

総合開会式の後、正式に両体育館の使用手続きをしてきた。二会場になるので各役員の振り

分けをお願いする。 

コートオフィシャルは2日目に各会場72名ずつ出てもらうことでどうであろうか。（一同了）  

深谷会場：北部地区  本庄会場：男子委員会と西部地区 

〇宮崎北部委員長 

北部地区の選手名簿を確認したところ対応可能であるが、いつまでに人員を決定するべきか。 

〇飯塚審判委員長 

6月中には決めてもらいたい。9/2関東大会審判講習会（熊谷）に参加をお願いする。 

報告用フォーマットを用意（送信）するので、飯塚に戻してください。 

〇小俣副理事長 

式典も検討願いたい。指導普及委員会や南部および東部委員会も協力をお願いする。 

〇山下理事長 

試合結果は会場掲示の他にホームページに速報をアップすることが可能である。 

〇中村会長 

関東大会に向けた会議を今後も開催する必要がある。ついては、各委員会の割振りと組織図

を総務委員会で作成願いたい。（総務委員長 了） 



（２） 倫理について 

 〇小俣倫理委員長 

  あるチームに対して暴力的な指導があったと投書が来ている。以前も日小連へ同じチームに

対し投書があったが、どちらも匿名のために調査が進められない状況である。 

情報提供者の個人情報は公開しないことと併せ、「真のプレイヤーズ＊ファースト」の合言葉

のもと、迅速な事案解決に向け取り組む旨をホームページで呼びかけをする予定である。 

（一同了） 

 

（３） 男子委員会の活動について 

 〇松浦男子委員長 

  活動再開できたことに感謝する。資料の通り夏の合宿を再開したいので審議いただきたい。 

  参加予定人数は 120名程度を予定している。 

 ○山下理事長 

  男子委員会の活動凍結はすでに解除されている。資料のとおり開催して構わないが、参加費

の使途を明確にしておいてほしい。 

〇松浦男子委員長 

参加費は会場の謝礼と参加者のおやつに当てている。謝礼については領収証を頂いている。

９月頃に会計報告書を作成し、男子チームに報告している。（一同了） 

  

（４） 第 37回全日本バレーボール小学生大会 

  8月７日（月）～10日（木） 所沢会場：８月８日（火）～9日（水） 

 〇山下理事長 

  ８月７日（月）前日準備も含めて役員を揃えていただきたい。 

まず所沢会場にしっかり人員を配置する。 

 ○栗原副会長 

  今年の東京体育館への動員はどのような様子かわかるか。 

 ○山下理事長 

第１回実行委員会が 5/28なので、まだ何も動いていない状況。 

 ○中村会長 

  まずは、所沢会場の運営を固めることに努める。 

 〇北田競技委員長 

 日小連より所沢市長に要請中であるが、２年連続して始球式は所沢市教育長にお願いをして

いる。 

 

（５） 第 36回関東ブロックスポ少競技別交流大会について 

7月 28日（金）さいたま市記念総合体育館（総合開会式） 

7月 29日（土）・30日（日）川越市総合運動公園体育館 

 〇北田競技委員長 

  要項案を作成中である。用具は県小連の物を使用する。 



 〇山下理事長 

  前日準備（川越）は、28 日 18 時より審判委員と共に川越の７チームから各２名ずつお願い

したい。（審判、西部 了） 

 

（６） その他 

【連絡手段について】 

〇松浦男子委員長 

各種の案内や連絡を無料通話のラインを活用しようと検討しているところだが、他の委員会

はどのような手段を講じているか。 

〇北田競技委員長 

いろいろな連絡方法があると、混乱するのではないか。全としては、お知らせ掲示板とホー

ムページで展開している。掲示板は既読機能があり、チームを特定して送信もできる。 

〇宮崎北部地区委員長 

北部地区も競技委員を通じてお知らせ掲示板を活用している。 

〇相沢東部地区委員長 

東部地区は総務委員がメールアドレスを集約し毎年更新している。 

〇徳永南部地区委員長・栗原西部地区副委員長 

南部地区・西部地区は通知を発送している。 

【登録料規程について】 

〇北田競技委員長 

MRS登録料の件、選手５名以下のチームは登録料免除となっている。選手がいなくても登録

しているチームがあるが、いかがであろうか。 

〇山下理事長 

県協会への協力金は１チーム￥1000となっており、登録料免除のチームに関しては県小連か

らの持ち出しとなっている。改善していただきたい。 

 ○大澤総務委員長 

登録料免除のチームが年々増えている。登録料免除の男女チームが、混合の部へ常に出場す

るケースも出てくる。規程上、問題ないが、チームとして成立しているという見方もできる。

本来目的を尊重しつつ、来年度に向け規程を見直しが必要である。 

〇中村会長 

今後、多くの審議案件があるので、しっかり時間をとった会議が必要となる。大会終了後で

はなく、別日に設定したい。後日、日程を決定し連絡するので協力いただきたい。 

 

棚沢副会長挨拶 

 たくさんの審議に感謝する。明日の講習会もよろしくお願いします。 

 

議事録 副総務委員長 古田ゆき江 


